
（別表）「利用率の推移（％）」

令和８年度　事業計画 事業所名 秋田けやき会ショートステイ

基
本
方
針

　利用者が、可能な限り在宅で自立した日常生活が営める様支援する。また、家族等の介護
負担軽減を図る。
　そのため柔軟に受け入れられる体制を整備し、利用時には利用者・家族等の要望と利用者
本位のサービス提供に努め、地域社会から信頼され、安心して利用いただける施設づくりを
目指す。特に認知症専門棟を有する施設として、地域の認知症高齢者や家族等の幅広いニー
ズに応える。

事
業
計
画

１　安定的な稼働を実現する選ばれる事業所づくり

（１）居宅介護支援事業所や関係機関との連携強化、円滑な受け入れ調整、緊急利用への
　　柔軟な対応を通じて稼働率の向上を図り、平均利用率93％以上を目指す。（＊別表）

令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込） 令和8年度（目標）

92.2 89.7

（２）利用者および家族、関係機関との継続的な情報共有およびケアの内容や取り組みの
　　発信により信頼関係を構築し、在宅生活を支える社会資源として選ばれる事業所づく
　　りを推進する。

88.4 93.0

２　在宅生活の継続を支えるケアの充実

（１）利用者本位の視点に立ち、生活歴や習慣、嗜好、価値観を尊重した個別ケアを実践
　　するとともに、利用者の状態に応じた自立支援の視点から具体的な支援策を検討・
　　実践し、心身機能の維持・改善および重度化の防止を図ることで、在宅生活の継続を
　　はじめ、その人らしい生活の実現を支援する。

（２）日課や行事、利用者の状態や意向に応じて選択できる活動機会の確保など、事業所
　　全体のメニューの見直しと充実を進め、楽しみや刺激のある生活環境を整えることで
　　心身の活性化と生活意欲の向上を促し、安定した生活の維持および生活の質の向上に
　　つなげる。

３　安全で質の高いサービス提供体制の強化

（１）かかりつけ医や関係医療機関、多職種との連携のもと健康状態の把握に努め、体調
　　変化の早期発見と迅速な対応、感染症予防および事故防止に取り組み、安心・安全な
　　サービス提供を推進する。

（２）ショートステイの役割を踏まえ、自立支援と重度化防止の視点に基づくケアを組織
　　的に実践するとともに、ICTや介護機器の活用等を通じた業務改善を推進し、介護の質
　　の向上と持続可能な運営体制の構築を図る。


